
　近年、大分の交通ネットワークが大きく変

化しつつある。特に国内唯一となる「ホー

バークラフト」の就航や、大分市内のサイク

ルシェア拠点の増加、別府市でのライドシェ

ア導入など、新たな移動手段が次々と生まれ

ている。計画地周辺には、大分市と神戸を結

ぶフェリー乗り場やコミュニティーバスの運

行ルートもあり、多様なモビリティが交差す

る拠点となっている。

　そこで本計画では、これらの移動手段を生

かし、地域全体の流動性を高める新しい住ま

い方を提案した。ここは単なる住宅地や通過

点ではなく、日常的な交流を生み出し、地域

の活性化を促進する場を目指している。

　柔軟で流動的な住環境を整え、住民だけで

なく訪れる人々も、共に豊かに暮らせる空間

を創出し、多様なモビリティと融合しながら

発展する、大分の新しい未来を描いた。

　テレワークやリモートワークが普及し、住
宅の中に仕事が持ち込まれるようになってき
たが、住宅のかたちはｎ＋LDKを基本とした
間取りから、大きな変化がないように感じる。
　私は、仕事はON、住宅はOFFの場であり生
活の場、という、異なる役割をもった関係であ
ると考えており、「現状ではそれぞれが互いに
中途半端なものになってしまう」と考えた。
　そこで、IT化がすすむことにより、今後も
住宅に仕事が取り入れられることを前提に、
「生活（OFF）の場」と「仕事（ON）の
場」を独立したものにし、IT化によってより

希薄化していくであろう「地域との関わりス
ペース」を備えた住宅、「ｎ＋LDK＆Ｊ」を
提案する。
　建設地は、産業低迷や人口減少を打破すべ
く、「ITアイランド構想」を掲げている姫島
村を想定し、生活の場と仕事の場を中庭で区
切ることで互いに干渉せず、ONとOFFの意識
の切り替えをスムーズに行えるよう設計した。
　互いに独立したものとして、仕事場を従来
の住居に取り入れたものが、ｎ＋LDK＋Ｊ
で、私たちの考える現代に必要な住宅のかた
ちである。

　私たちは、文化の交流と
自然との共生を図る、新し
いシェアハウスを提案す
る。今回の設計は、別府市
に建つ日本人とベトナム人
のシェアハウスにした。ベ
トナム人とのルームシェア
にした理由は、大分県の在
留外国人の国籍割合を見る
とベトナム出身者が最も多
く、また、日本とベトナム
の文化に類似する要素が
あったためだ。
　共生での文化交流と、地
域の観光資源である温泉の
２つの魅力を併せ持つ住宅
は、新しい交流の機会
（場）となり、そこから得
られる学びや価値観、文化
の交流が、外国人と日本人
が共生する別府市を、さら
に活性化させるのではない
かと考えた。
　さらに、別府市の魅力で
ある温泉を最大限に生か
し、地球環境を持続するた
めの「温泉熱を利用した住

宅」ができないかを考えた。温泉熱利用のシステム
は、温泉の熱や湯けむりを発電機を通して電力とし
て供給し、再生可能エネルギーとして利用するもの

だ。これを住宅に取り込むことができれば、地球温暖
化問題に対して、温室効果ガス排出量の削減と、エネ
ルギーコストの削減ができるのではないかと考えた。

　別府温泉は、源泉数・湧出量とも
に世界有数で、多様な泉質を楽しめ
る温泉地だ。さらに、大きな魅力の
一つが「温泉を通じた人々の交
流」。特に、地元の共同温泉（ジモ
泉）では、観光客と地元住民が自然
に会話を交わし、温泉地ならではの
ぬくもりを感じることができる。
　一方で、温泉を出ると日常生活で
は人とのつながりが薄れてしまう現

状がある。私はこのギャップに疑問を
抱き、温泉の持つ「ぬくもり」と「つ
ながり」を日常にも広げるため、「温
泉のない温泉的空間」を設計した。
　この建物は、人々が自然に交流で
きる場をつくり、そこで生まれたつ
ながりを町全体に広げることを目指
している。訪れた人々が建物を離れ
たあともつながりが続き、地域がさ
らに活気づくことを期待している。

　この家の設計趣旨は、現代社会で
誰もが感じる「集まって話せる場所
の減少」という問題を、解決するこ
とを目指している。この家では「誰
かがいて話すことのできる部屋」を
設け、人々が気軽に立ち寄って会話
を楽しめる場を提供する。子ども達
は友人と遊び、高齢者は若者とコ
ミュニケーションをとることができ
る。つまり、この家は「多世代の交
流を深めるための家」でもある。
　設計においては、最近、若者世代と
高齢者のコミュニケーションが減少し

ているという現状を踏まえ、間仕切り
を工夫し、多様な交流の機会を増やす
ことを目指した。例えば、子どもや高齢
者、サラリーマンが一緒に過ごせるス
ペースを設けている。家の中心部はガ
ラス張りで自然光が行き届き、心地よ
い空間を提供している。２階には宿泊
施設があり、５部屋のうち２部屋はトイ
レと家庭用映画館を完備している。こ
れにより非日常的な体験を提供する。
　この家は、大分に必要な、新しい
コンセプトの家となっている。

（英語訳）

　私は大分県日田市天ヶ
瀬町に、宿泊施設と住宅
を兼ね備えた住まいを設
計した。天ヶ瀬町は、
自然が豊かで大分三大
温泉とも呼ばれている
「天ヶ瀬温泉」や、高
塚愛宕地蔵尊などの観
光名所もある。しかし
最近は、湯布院や別府
など他の温泉地に比べ

て観光客は減少傾向で、九州北部豪雨災害など
で廃業した旅館もあり、ずいぶん寂しい町に
なってしまった。
　そこで、天ヶ瀬町の特色を活かした宿泊施設
を計画し、観光客を呼び戻そうと考えた。ま
た、そこに住む祖父の思いや父の仕事、母の希
望や息子の将来の夢を、すべて実現できるよう
に工夫した。
　この天ヶ瀬町のレストランは、祖父が育てた
野菜と地元の食材を使うことで、地産地消に努
めている。敷地の中央にあるオープンキッチン
は、宿泊者同士の交流の機会を創出している。

　都会の喧騒から離れた、農業と温泉が融合する
この天ヶ瀬町の住まいは、「大分の暮らし」の新
しいカタチの１つになると考えている。

　我が家はいつも祖父母からお米をもらっていた
が、後継者問題などからお米を作らなくなり、「令
和の米騒動」とともに、我が家も米不足の状況と
なった。祖父母の近辺の田んぼも、担い手問題や維
持管理不足により、休耕地が目立っている。
　以前テレビで紹介されていた「石山アンジュ」氏
の、多拠点生活を実践
し、サステナブルな生き
方をする、について興味
を持ったことを思い出
す。同氏は2018年から大
分と東京での２拠点生活
を始め、「田舎暮らしと
リモートワークの両立」
というハイブリッドライ
フを実践していた。
　私たちは「このような
ライフスタイルでも実践
できる農業の在り方とは
何か」を考え、いま話題
になっている「スマート
農業」を取り入れ、分業
システム的なこれからの

農業を考案した。日本が抱える農業問題を、将来に
渡る解決に繋げ、新しい農村の在り方を提案できれ
ばと思う。「農地地盤改良、ハウスや農業施工、農
業生産物の出荷・加工」など、分業制のあるスマー

ト農業の展開を図りたい。
　今回設計した場所は、大分県竹田市入田地区。「過疎地域持続的発展計画」
に基づいて対策を練った。しかし、専業農家は農家全体の16％で、８割を超え
る農家が他の収入を求める兼業農家となっている。
　私たちは「スマート農業村」として、入田地区を再生し、分業制を取り入れた採
算性のある農地計画を行い、石山氏のような２拠点居住者用の住宅を設計した。
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最 優 秀 賞
大分県教育委員会教育長賞

日田林工

財　津　成　志
大分工業

安　部　遥　都

大分工業

笠　井　優　那

大分工業

但　馬　拓　峻

大分工業

佐　藤　永　樹

日田林工

金　﨑　ま　い

大分工業

大久保　光　海

大分工業

神　田　悠　希

大分工業

宮　下　琴　衣

鶴崎工業

安　永　　　翔

鶴崎工業

蒲　池　彩　人

㈳大分県建築士事務所協会
会 長 仲 摩  和 雄
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